
通
安
全
指
導
員
に
、
次
の
方
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

長
野
県
交
通
安
全
指
導
員
（
敬
称
略
）

  

小
林
和
幸
（
飯
山
・
上
倉
）

1011 市報いいやま/10.4

全
国
か
ら
多
く
の
応
援
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す

　
平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
。
飯

山
市
で
も
、「
悠
久
の
ふ
る
さ
と

飯
山
応
援
金
」制
度
を
設
置
し
、

寄
付
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
紹
介
等
に
よ
り

平
成
21
年
度
は
全
国
か
ら
55

件
、
合
計
８
０
３
万
７
０
０
０

円
の
応
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
応
援
金
は
、
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
月
号
の
市
報
と
と

も
に
「
悠
久
の
ふ
る
さ
と
飯
山

応
援
金
」
の
ご
案
内
を
配
布
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年

度
も
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
応
援

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
市
外
に

お
住
ま
い
の
お
知
り
合
い
の
皆

さ
ん
な
ど
に
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。

応
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
へ
の
特
典

　

応
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
は
、
広
報
飯
山
、

高
橋
ま
ゆ
み
人
形
館
無
料
入
館

券
、
飯
山
市
美
術
館
・
ふ
る
さ

と
館
無
料
入
館
券
、
湯
滝
温
泉

利
用
券
、
市
民
リ
フ
ト
券
を
お

送
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
10
万
円
以
上
の
寄
付

を
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
飯
山
市

　ふるさと応援のための寄付
をした時に、住民税等が控除
される制度。個人が５000 円
を超える寄付を行った際に、
個人住民税のおおむね 1割を
限度として、一定の控除を受
けることができる。

の
特
産
品
を
お
送
り
す
る
ほ
か
、

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
記
念

と
し
て
関
連
施
設
へ
名
前
の
刻

印
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
情
報
管
理
係

☎
�
３
１
１
１　
内
線
３
９
４

ふるさと納税制度

悠
久
の
ふ
る
さ
と
飯
山
に
応
援
を

ふ
る
さ
と
納
税
「
悠
久
の
ふ
る
さ
と
飯
山
応
援
金
」
募
集
し
ま
す
　

飯
山
市
で
は
高
齢
者
等
世
帯

な
ど
を
対
象
に
、
雪
下
ろ
し
作

業
の
負
担
軽
減
や
、
転
落
事
故

の
防
止
を
図
る
た
め
、
次
の
と

お
り
住
宅
屋
根
の
融
雪
化
費
用

に
対
し
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

補
助
を
受
け
る
場
合
に
は
着

工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
事
前
お
問
い
合

わ
せ
の
う
え
、
要
件
に
該
当
す

る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
住
宅

（
申
請
者
の
持
ち
家
に
限
る
）

◇
専
用
住
宅

◇
併
用
住
宅
で
居
住
部
分
面
積

が
全
体
面
積
の
２
分
の
１
以
上

を
占
め
る
も
の

対
象
と
な
る
融
雪
装
置

◇
不
凍
液
や
温
水
等
（
地
下
水

を
利
用
す
る
も
の
は
対
象
外
）

の
循
環
方
式
や
電
熱
式
な
ど
に

よ
る
装
置

※
融
雪
装
置
は
新
築
時
の
設

置
、
増
改
築
時
の
設
置
い
ず
れ

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
世
帯

（
次
の
す
べて
に
該
当
す
る
世
帯
）

①
55
歳
以
上
の
方
の
み
の
世

帯
、
ま
た
は
母
子
家
庭
世
帯
、

も
し
く
は
生
計
の
中
心
の
方
が

障
害
者
の
世
帯

②
飯
山
市
に
住
所
が
あ
る
方

③
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

④
過
去
に
屋
根
融
雪
工
事
や
住

宅
取
得
費
用
等
に
対
し
、
市
か

ら
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
方

補
助
金
額

　
融
雪
装
置
設
置
費
用
の
10
分

の
１
（
上
限
30
万
円
）

申
請
受
付
期
間

　
４
月
1
日
～
12
月
24
日

お
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
住
宅
・
公
園
景
観
係

☎
�
３
１
１
１　
内
線
２
４
１

高
齢
者
世
帯
や
弱
者
世
帯
が
対
象

住
宅
屋
根
の
融
雪
化
工
事
に
対
す
る
補
助
制
度

■新幹線
北陸新幹線飯山駅の開業に向け、皆さんか
ら愛される駅舎づくり、新幹線駅と連動し
たまちづくりを行います。

お寄せいただいた応援金の使いみち

■文化 ･ 歴史
寺町、各集落に伝わる奥信濃の伝統文化
を守り、活動を支援します。

（今年度事業…仁王像修復事業6,359千円）

■自然 ･ 景観
飯山の里山や田園を守り、グリーンツーリズム・
森林セラピー事業をおこないます。

（今年度事業…花修景事業 900 千円）

■教育 ･ 福祉
飯山らしい教育を通して、世界にはばたく
子どもたちを育てます。また、誰もが安心して
暮らし続けられる地域づくりを進めます。

（今年度事業…スクールバス購入事業 3,200 千円）

納
期
限
内
の
納
税
に
ご
協
力
を

　

市
税
の
滞
納
は
、市
の
事
業
や

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
う
え
で
大

き
な
障
害
と
な
り
ま
す
。5
月
は

収
納
強
化
月
間
と
し
て
、
未
納

者
の
お
宅
に
市
職
員
が
訪
問
さ
せ

てい
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

税
の
公
平
性
確
保
の
た
め
、

悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、

動
産
・
不
動
産
・
預
貯
金
な
ど

の
財
産
や
、
債
権
、
給
与
等
の

差
し
押
さ
え
な
ど
、
厳
然
と
し

た
態
度
で
滞
納
処
分
を
進
め
て

い
ま
す
。
納
付
書
や
振
替
口
座

の
残
額
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

納
期
限
内
の
納
税
に
一
層
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課
収
税
係

　
☎
�
３
１
１
１ 

内
線
１
６
３

日曜納税窓口のご案内
　毎月最終日曜日、市役所の日
曜納税窓口で納税ができます。4
月・5 月の予定は次のとおりです。
・期日  4 月25 日、5 月30 日
・時間  午前 8 時 30 分～
　　　　　　　　　午後 5 時
・場所  市役所 1階 税務課窓口

血
液
サ
ラ
サ
ラ
＆
筋
力
ア
ッ
プ
教
室

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
今
年
も
脳
卒
中
や
糖

尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
防

と
、
筋
力
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し

た
教
室
の
参
加
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

◇
Ａ
グ
ル
ー
プ
…（
59
歳
以
下
）

・
開
催
日
時

 

６
月
８
日
㈫
～（
毎
週
火
曜
日
）

 

午
後
７
時
～
８
時
30
分

◇
Ｂ
グ
ル
ー
プ
…（
59
歳
以
下
）

・
開
催
日
時

 

11
月
２
日
㈫
～（
毎
週
火
曜
日
）

 

午
後
７
時
～
８
時
30
分

◇
Ｃ
グ
ル
ー
プ
…（
74
歳
以
下
）

・
開
催
日
時

 
６
月
１
日
㈫
～（
毎
週
火
曜
日
）

 

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

◇
Ｄ
グ
ル
ー
プ
…（
74
歳
以
下
）

・
開
催
日
時

 

11
月
16
日
㈫
～（
毎
週
火
曜
日
）

 

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

受
講
料 

い
ず
れ
も
７
０
０
０
円

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
、
お

申
し
込
み
は
保
健
福
祉
課
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

申
込
期
間

　
４
月
26
日
㈪
～
５
月
14
日
㈮

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係

　
☎
�
３
１
１
１ 

内
線
１
８
１

非
自
発
的
失
業
者
の
国
民
健
康
保
険
負

担
が
一
部
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

本
人
の
責
任
に
よ
ら
な
い
失

業
等
が
理
由
で
国
民
健
康
保
険

に
加
入
さ
れ
た
方
で
、
一
定
の

条
件
に
該
当
す
る
方
に
対
し
、

国
民
健
康
保
険
に
か
か
る
負
担

を
軽
減
す
る
制
度
が
こ
と
し
4

月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

対
象
者　
平
成
21
年
3
月
31

日
以
降
に
非
自
発
的
失
業
（
倒

産・解
雇･

雇
い
止
め
）に
よ
り
、

社
会
保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険

に
切
り
替
わ
っ
た
方
で
、
失
業

し
た
日
の
時
点
で
65
歳
未
満
の

方
。（
雇
用
保
険
を
受
給
し
た

方
、
ま
た
は
受
給
し
て
い
る
方
）

軽
減
内
容　

◇
国
保
税
の
軽
減
判
定
お
よ
び

所
得
割
の
計
算
に
つ
い
て
、
対

象
と
な
る
方
の
給
与
所
得
を

１
０
０
分
の
30
で
計
算（
↓
国

民
健
康
保
険
税
額
の
軽
減
）

◇
高
額
療
養
費
の
限
度
額
区
分

の
判
定
に
つ
い
て
、
対
象
と
な

る
方
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分

の
30
で
計
算
（
↓
医
療
機
関
受

診
時
の
窓
口
負
担
の
軽
減
）

※
世
帯
の
状
況
に
よ
って
負
担
軽

減
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

適
用
期
間　
就
職
等
で
再
度
、

社
会
保
険
等
に
加
入
す
る
ま
で

の
期
間
で
、最
長
２
年
度
間
。（
平

成
21
年
３
月
31
日
～
22
年
３
月

30
日
に
失
業
し
た
方
は
最
長
１

年
度
間
）

申
告
手
続　
軽
減
を
受
け
る
に

は
申
告
手
続
が
必
要
で
す
。雇
用

保
険
受
給
者
証
原
本
、認
印
を

お
持
ち
の
う
え
、市
役
所
税
務
課

で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

税
務
課
市
民
税
係

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
１
６
２

ことし
４月から

木
島　
森　
克
美
（
山
岸
）

瑞
穂　
湯
本
宗
夫
（
中
組
）

柳
原　
岸
田
勝
久
（
藤
ノ
木
）

富
倉　
上
野
文
夫
（
倉
本
）

外
様　
清
水
紀
一（
法
寺・副
会
長
）

常
盤　
小
笹
春
雄（
小
泉・会
長
）

太
田　
廣
瀬
鉄
夫
（
北
条
）

岡
山　
江
尻
伸
二
（
西
大
滝
）

岡
山　
久
保
田
京
子
（
上
境
）

県
交
通
安
全
指
導
員
に
小
林
さ
ん

　

地
域
の
交
通
安
全
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
交
通
安
全
推
進
の
活

動
を
し
て
い
た
だ
く
長
野
県
交

13
名
の
皆
さ
ん
が

飯
山
市
交
通
安
全
指
導
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

●例２「工事費が 350 万円のとき」
（計算式）350 万円 ×10 分の１＝ 35 万円
　　　　⇒補助金額は限度額の 30 万円

補助金の計算例

●例１「工事費が 200 万円のとき」
（計算式）200 万円 ×10 分の１＝20 万円
　　　　 ⇒補助金額は 20 万円

　

飯
山
市
交
通
安
全
指
導
員

は
、
交
通
安
全
運
動
推
進
の
た

め
市
長
が
委
嘱
す
る
も
の
で
、

各
地
区
お
よ
び
交
通
安
全
協
会

か
ら
推
薦
さ
れ
た
次
の
13
名
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
３
年
間
で
交
通
事
故

防
止
の
た
め
、
街
頭
啓
発
や
交

通
安
全
指
導
等
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。（
氏
名
は
敬
称
略
）

飯
山　
倉
井
新
一（
上
町
）

 

〃  　
内
田
治
夫
（
市
ノ
口
）

 

〃  　
清
水
陽
子
（
栄
町
）

秋
津　
湯
本
一
行
（
上
組
）

各地区の交通安全指導員の皆さん


